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   ホ－ムペ－ジ “生態系接続システム プランクトンプラント” 

http://homepage2.nifty.com/nakamuraRyouhei/PP.htm 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入してください） 

下水道公社水質担当職員、浄化槽検査員の職歴を持つ者です。これまで汚水処理施設の現場を多く見てきました。その中で得られ

た汚水処理の新たな方向性のアイデアを個人のホ－ムペ－ジで紹介しています。これは、汚水を生態系資源として扱い、自然生態

系の活性化を図ろうとするものです。仕事柄、下水処理場、農集、浄化槽等の汚水処理施設を多く見る機会があり、現場の様々な

事例を集めることができる立場にあります。新たな視点で汚水処理を見ることができるので、新しい発見はとても多いです。 

それをホ－ムペ－ジにまとめています。  

下水により運ばれる物質量は膨大な量になります。これを廃棄物として捨てるのではなく、生態系の循環に組み入れることがで

きれば、生態系に循環する物質量そのものを大幅に増大させることができ、水産資源の増大等相当な効果が期待できます。このよ

うに大規模で積極的に環境を作り出すことは、恐らく環境技術に全く新しい分野を作り出すことになり、海に囲まれ自然豊かで淡

水量も多い国土を持ち、人口密度が高く下水道網が整備されている日本は、これを行なうには最も適している国だと思います。こ

れに日本の持つ下水道や浄化槽の高い技術を使えば、日本独自の環境技術として発展させることができるはずです。 

また、自然と共生するこころや、魚食文化を持つ日本人にはピッタリとマッチするのではないでしょうか。 

ホ－ムペ－ジでは、生態系接続の具体的な方法として、浄化槽の技術を基にした汚泥処分方法（汚泥の出ない浄化槽、コンポス

ト浄化槽）を提示し、これをもとに海岸藻場への施肥をおこなう“海岸施肥プラント”のアイデアを載せています。これは、現在

日本の各地の海岸で進んでいる磯焼け現象の対策になると思います。これをアマモ場回復の活動を行なっているNPOの方に見て

いただいたところ、今後の活動の参考にしたいとのお返事を頂きました。いろいろな人にこのホ－ムペ－ジを見ていただきました

が、特に興味を示してもらえるのは、このように実際に磯焼け対策取り組んでいる方や、汚水処理の現場の方など直接現場に携わ

っている方々でした。こうした方々の行動こそが、実現への駆動力になるものと思います。 

この他にも、汚水処理施設放流先の生態系の状態や施設に発生する各種のプランクトン等の調査、実験なども行なっており、続々

と新発見が出てきています。新たな成果や発見がまとまり次第、逐次ホームページにUPしていく予定です。 

 

  

海岸施肥プラント汚泥分解タンク                浄化センタ－放流先海岸の藻場 

エントリー事例の特徴（下水道インフラの価値を高める上で優れていると思われる点など） 

下水道の新たな役割として、生態系活性化を提案しています。これにより、具体的な価値として、国土の生物多様性や水産資源の

確保、新たな観光資源の開発などの見込め、これらに付随する環境プラント産業での仕事、雇用の創出の効果も期待できます。 

個人のホームページということで、広報の力は小さいものですが、会社や組織に縛られること無く、内容を自由に作成、更新がで

き柔軟かつ速く動くことができるため、全く新しい分野を切り開いていくには意外と適しているかもしれません。特にスピードの

点においては、アイデアさえあれば個人のホームページが最も早い展開が可能だと思います。 

 ホームページ作成に当たり留意している点は、事実をそのまま描くこと、誰もが納得できるようにすること、です。眉唾ものだ

ったり、実現性に欠けるのでは、誰も興味を示してくれません。“これなら、もしかしてできるかも”と感じて頂ければ幸いです。 

 


